
作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 行財1-4-①

年6回以上 年6回 各種職員向け研修の
実施

時代に即した各種職員研修を
実施するとともに研修への参
加を促し、職員の資質向上及
びスキルアップを目指します。

○

・前期3回、後期3回、職員研
修を実施しました。

研修実績
5/17転入者向け研修
7/26区長随行研修
7/29他 越佐にんげん学校
11/29三区合同研修
12/17ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｾﾐﾅｰ
2/25二区合同人権研修

2 政策14-1-②

①プラン改定
②5回以上
③実施

①プラン改定
②実施回数：8
回
③大江山地区
にて実施

みんなで語り、考える
使いやすい公共交通

公共交通の現状を踏まえ、プラ
ンを改定します。また、乗車体
験学習会等の実施により、利
用啓発に取り組むほか、公共
交通空白地域における助け合
いの移送(高齢者の買い物支
援)を支援します。 ○

①公共交通の現状を踏まえ
課題を整理するとともに、課
題解決に向けた基本方針を
示したプランを作成しまし
た。
②利用促進の取組（バス乗
車体験学習会4回、シル
バーチケットの発行会4回）
を8回実施しました。
③継続した移動手段の確保
に向け、コミ協や社会福祉
法人と連携した移送支援を
実施しました。

3 政策11-1-②

2件 2件 「江南区をＰＲ」魅力発
信プロジェクト

学生等を対象に区の魅力発信
イベントを開催することにより、
区の知名度向上と移住の促進
に繋げます。

○

・学生の交流機会創出と地
元就職への意識向上につな
げることを目的に「ふるさと
新潟サロン」を9月に神奈川
県川崎市で開催しました。
・暮らしやすさのPRと特産物
等の魅力発信を目的に「江
南区フェア」を12月に東京都
日本橋で開催しました。

政策13-1-②

35件 42件 ・自主防災組織への
支援
・自主防災訓練活性
化研修会
・江南区ジュニアレス
キュー隊育成講習会
の開催

自主防災組織や地域コミュニ
ティ協議会等への防災訓練を
支援するほか、区内公立中学
校全6校でのジュニアレス
キュー隊育成講習会や新しい
カタチの防災訓練の開催等を
通じて、若年層も含めた防災
意識を啓発し、地域の防災力
向上に努めます。

内訳
・ジュニアレスキュー6件
・自主防災訓練　32件
・避難所運営訓練4件

政策13-1-①

実施 実施 江南区防災アクション
２０２４

能登半島地震の発生後の各地
域の対応の振り返りを行うとと
もに、この経験を今後の防災
対策に活かす活動を促進し、
地域と共に地域防災力の向上
を図ります。

・曽野木地区にてワーク
ショップを2回開催。（5/28、
7/23）
・8/21避難所運営連絡会に
てアンケートを実施。
・9～11月各避難所の現地
検討会において、発災直後
の行動についてチェックシー
トを作成
・10/27に曽野木小学校にて
ワークショップを活かした避
難所運営訓練を開催。

区内防災訓練実施
件数
（・ジュニアレス
キュー隊育成講習
会は中学校1校あ
たり1件とする。
・自主防災組織推
奨訓練内容を含む
講座等の開催は1
件とする。）

次年度も引き続き訓練の開
催及び支援を行っていきま
す。

・地震対応の振り返
りの実施（ワーク
ショップ、アンケート
など）
・改善提案の実施
（行動マニュアルの
見直し、訓練の改
善など）

当事業は単年度事業である
ため、成果や課題を次年度
以降の事業で、地域防災力
向上へつなげていきます。

　令和６年能登半島地震の振り返
りを行ったうえで、大規模な災害に
対応するため、区民との協働によ
り地域防災力を向上させます。

4 ○

区内公共交通のさらなる利用促進
を図るとともに、地域の実情に応じ
た移動手段を地域と検討すること
により、持続可能な地域の足を確
保します。

①生活交通改善プ
ランの改定
②公共交通利用促
進に向けた取組の
実施回数
③交通空白地域に
おける移送支援の
実施

改定プランで掲げた基本方
針「①既存公共交通の利便
性向上」、「②公共交通空白・
不便地域の解消」、「③公共
交通を地域全体で支える意
識づくり」に基づく取り組みを
進めていきます。

区の魅力発信や、特産品などの地
域資源を活かした取組を通して、
区の知名度を向上させるとともに、
学生の移住・定住(Uターン)の促進
に繋げます。

学生等に向けた区
の魅力を発信する
イベント等の実施件
数

R7年度以降、Uターン就職イ
ベントは雇用・新潟暮らし推
進課、特産品PRイベントは、
江南区産業振興課で実施す
ることになりました。引き続
き、区の知名度向上ととも
に、学生のＵターンの促進に
繋がる取組を検討・実施して
いきます。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

　高度化・複雑多様化する行政課
題を市民の視点で考え、解決する
ことができる職員を育成します。ま
た、急激に変化する経済社会状況
や将来起こりうる課題に対応でき
る職員育成に取り組みます。

研修の実施回数 引き続き、高度化・複雑多様
化する行政課題や急激に変
化する経済社会状況等に対
応できる職員育成に取り組み
ます。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合/自家
用車に頼らなくても移動しやすいまちと思う市民の割合/大学等新
規学卒者の県内就職率/日頃から災害に対する備えをしている市
民の割合組織名（部） 江南区

組織名
（準部・課・機関名）

地域総務課 R7.3.31

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 行財1-1-①

35回 50回 職員の市民対応の質
を向上させるための課
内研修の開催

日頃の市民対応等を通して、
業務に関する根拠などを改め
て確認することが必要と思われ
るものを、職員自らが見出し、
それらをテーマとする研修を課
内で開催します。

○

初任者対象のほか、法改
正、システム改修をテーマ
にしたものや、徴収支援員
から納付相談について教
わる実務研修など、課内研
修を５０回実施し、職員の
市民対応の質を向上させ
ました。

2

30件 50件 課内の窓口や業務改
善活動の推進。

課内の業務改善活動を通して
課題を把握し、業務や窓口の
改善を実践します。

○

事務の見直しと人材育成
により戸籍届出から証明書
発行までの日数を大幅に
短縮するなど、市民サービ
スの向上を目的とした改善
を５０件実施し、業務の効
率化や事務漏れ防止を図
りました。

3

4回 8回 区だよりを活用した安
心安全に関する啓発
の実施

区民の関心の高い内容やタイ
ムリーな内容をテーマに、わか
りやすい記事を作成します。

○

交通安全や特殊詐欺被害
防止に関する啓発記事を
区だよりに８回掲載しまし
た。

4 政策16-2-②

65件 88件 江南区美化推進活動 環境保全・環境美化に対する
意識を高めるため、区民、事業
者、行政が連携して行う地域一
斉清掃や自治会・町内会等が
実施するボランティア清掃を推
進します。

○

江南区美化推進活動に取
り組み自治会・町内会等の
ボランティア清掃を８８件実
施することができました。

環境保全・環境美化に対する意識
を高めるため、美化推進活動に取
り組みます。

ボランティア清掃実
施件数

引き続き、環境保全・環境美
化に対する意識を高めるた
め、区民、事業者、行政が連
携して行う地域一斉清掃や自
治会・町内会等が実施するボ
ランティア清掃を推進します。

市民サービスの向上に向け、業務
や窓口の改善を推進します。

改善実践件数 引き続き、業務や窓口の改善
活動を推進します。

子どもや高齢者をはじめとして、区
民が安心して暮らせる環境づくりを
進めます。

区だよりへの啓発
記事の掲載（回数）

引き続き、区だよりを活用し
て区民の関心の高い内容を
テーマに、わかりやすい記事
を作成し、安心安全に関する
啓発を実施します。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

市民の信頼と期待に応えられるよ
う、職員の市民対応の質を向上さ
せるなど市民の視点を大切にした
信頼される市政を推進していきま
す。

課内研修開催件数
（回数）

職員の市民対応の質を向上
させるため、引き続き、研修
を実施します。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合
組織名（部） 江南区

組織名
（準部・課・機関名）

区民生活課 R7.3.31

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 行財1-1-①

5回 6回 各種研修会への参加
及び職場内研修の実
施

職員の窓口対応能力の向上を
図るため、各種研修会へ参加
し、業務知識を共有するため参
加した職員による伝達研修を
行います。また、職員のスキル
アップを図るため、職場内研修
を実施します。

○

各種業務研修に参加し、参
加した職員による伝達研修
や、業務経験の浅い職員
へ業務手順や間違いやす
いポイントなどの実務研修
を実施し、知識の共有化と
スキルアップを図りました。

2 行財1-1-①

24回 24回 職場ミーティングの実
施

職場ミーティングにおいて、受
付件数の少ない業務のフロー
等を共有し、職員の知識の平
準化を図ることで、適正な事務
の執行を確保するとともに、コ
ンプライアンス意識を浸透さ
せ、職員一人ひとりの意識改
革を図ります。

○

受付件数の少ない申請
や、誤り易い申請があった
際は、ミーティングを実施
し、職員の知識の平準化を
はかりました。

3

24回 37回 施設の環境整備 敷地内・庁舎内の巡回・点検・
整備を行います。

○

敷地内・庁舎内の草取り、
ゴミ拾い、清掃等を実施
し、目標を超える回数の環
境整備を行いました。

適正な事務の執行を確保するた
め、コンプライアンンスの徹底、内
部統制制度による事務ミスや不正
の発生防止に努めます。

職場ミーティング実
施回数

適正な事務の執行を確保し、
事務ミスや不正の発生防止
に努めます。

来庁者にとって利用しやすく、心地
良い施設づくりを進めます。

敷地内・庁舎内環
境整備回数

今後も、来庁者にとって利用
しやすく、心地良い施設づくり
を進めます。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

市民の信頼と期待にこたえられる
よう、職員の市民対応の質を向上
させるなど市民の視点を大切にし
た信頼される市政を推進していき
ます。

各種研修会への参
加及び職場内研修
の実施回数

知識の共有化、業務のスキ
ルアップを図るため、職員の
研修参加と伝達研修を実施
していきます。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合
組織名（部） 江南区

組織名
（準部・課・機関名）

横越出張所 R7.3.31

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1  行財1-4-①

年6回以上 7 各種職員向け研修の
実施

時代に即した各種職員研修を
実施するとともに研修への参
加を促し、職員の資質向上及
びスキルアップを目指します。 ○

各係1回以上の研修実施
を目指し取り組みました。

2件 2件 担い手となる組織の
立ち上げとマッチング
システムの構築

みなもと農園のとうがらし
の収穫作業、カメダプラス
からシールはり（われせ
ん）や箱折などの作業依頼
があり、2件の新たなを達
成しました。

2件 1件 魅力ある授産品の開
発とプロモーション

藤五郎梅干しを開発し試
験販売を行いました。コー
ヒーのドリップバッグのパッ
ケージ製作に向け関係者
とともに取り組みした。

政策7-1-②

メール登録者
269人

メール登録者
267人

見守り隊メールと同様
な内容を持ち、迅速性
かつ汎用性に優れた
アプリへの移行

既存アプリの事業終了と県
警アプリへの移行を自治
協議会で了解を得たのち、
利用者へ配信、区だよりで
周知を行い、12月27日に
事業終了しました、

政策1-3-②

30人 30人 地域で子育てを応援
したい方に「江南区子
育て応援団」に登録し
てもらい、江南区親善
大使を活用した応援
団バッジを配布

3月末日現在新規登録者
30名を達成しました。

4 政策1-3-②

4.0点以上 4.46 障がい者アートの展
示による共生社会の
周知および啓発活動
の実施

福祉施設や特別支援学校等
が集積した江南区の地域特性
を生かし、障がい者に対する理
解促進の取組みを進め、共生
社会実現に向けたまちづくりを
行います。

○

5月30日、8月28日に推進連絡
会を開催し、アート展実施に
向けた準備を進めて、10月20
日～12月25日のともにアート
展を開催。アンケートについて
は、4.46点の評価を得て目標
絵雄達成しました。

2

商・農業者と障がい福祉事業
所による連携体制を構築し、仕
事の受注、魅力ある授産品の
開発や販路の拡大などを通じ
て、就労が難しい障がいのあ
る人に対応した就労の場の確
保や工賃増額に向けた取り組
みを促進します。 ○

No.

組織目標 指標

取組指標

　高度化・複雑多様化する行政課
題を市民の視点で考え、解決する
ことができる職員を育成します。ま
た、急激に変化する経済社会状況
や将来起こりうる課題に対応でき
る職員育成に取り組みます。

研修の実施回数

主な取組（事業）

藤五郎梅干しは増産に取り
組みます。また、新たな授産
品開発に向け調整を図って
いきます。

授産品開発件数
政策7-2-③

　就職が難しい障がいのある人に
対応した就労の場の確保や、福祉
施設の工賃増額への取り組みを
促進します。

マッチングシステム
の活用による区内
商・農業者との新規
契約件数

引き続きマッチングシステム
の構築に取り組みます。

組織目標管理シート

年度 令和６年度 （参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合/障がいを理
由として差別・暮らしにくさを感じたり、いやな思いをしたことがない障がい
者の割合/住み慣れた地域で安心して暮し続けることができると思う高齢
者の割合/新潟市は子育てしやすいまちだと思う保護者の割合組織名（部） 江南区

組織名
（準部・課・機関名）

健康福祉課

見守り隊メールの
登録者への移行案
内

江南区見守りシール交付事
業において高齢者が安心し
て暮らせる地域づくりを目指
します。

　障がい者が製作したアート作品
を活用し、障がい者への理解を深
めるとともに、共生社会について
の機運醸成を図ります。

アンケート結果の評
価

引き続き共生社会の実現に
向け取り組みます。

福祉関係者のみならず自治
会、コミ協、自治協をはじめ、
商工業、農業関係者、市民に
対して、地域を見守る目と見守
る心の意識づけを行うことで、
子育て世代、高齢者が安心し
て暮らせる地域づくりを目指し
ます。

　地域の中で、認知症高齢者を支
援したい人、子育てを応援したい
人を掘り起こし、地域全体で認知
症高齢者や子育てを見守ること
で、高齢者や子育て世代を支え、
安心して暮らせる地域を実現しま
す。

子育て応援団への
新規登録者

○
引き続き子育て世代が安心
して暮らせる地域の実現に向
け取り組みます。

3

R6.4.1

R7.3.31

引き続き職員の資質向上及
びスキルアップを目指しま
す。

評価 目標達成状況 今後の方針

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1
政策8-1-④
行財3-2-②

4 4 ・地域ブランド亀田縞
を活かしたまちづくり
・亀田縞×にいがた
2km事業

総合学習への支援や情報紙発
行などにより地域ブランドとして
の認知度向上を図ります。ま
た、亀田縞の利用拡大と、地域
アイデンティティとしての醸成を
促進します。

○

・縞だより発行（7月、11月、3
月）
・新たな利活用推進事業
（補助事業実施：3件）
・認知度向上に向けた取組
（バスツアー造成、実施ほか）
・亀田縞×にいがた２ｋｍ
（ブランド戦略策定、ロゴ制
作、製品販売、プロモーション
実施等）

2
政策8-1-④
行財3-2-②

2 2 ・地域商業活性化支
援

商業関係者などとともに区内の
個店を巡るような取組みや、地
域の歴史あるイベントへの支
援を通じて、区全体の商業の
活性化を進めます。

○

・お店元気プラスキャン
ペーン（9～11月実施）
・マルシェ
（りょうかわ夢まつり10/5）

3 政策2-2-①

5 6 ・江南区歴史・文化の
学習支援
・文化芸術の創造・発
信

地域の歴史や文化を学ぶこと
でふるさとへの誇りや愛着を醸
成を図ります。また、江南区文
化会館などにおいて文化芸術
に触れる機会を提供し、文化
の振興と魅力あるまちづくりを
推進します。

○

区内小学校10校のうち、6
校(15学級児童411人)から
の申し込みがありました。

4
政策9-2-②
行財3-2-②

4 5 ・江南区まるごとプロ
モーション事業

農業者や加工業者による、江
南区産農産物のＰＲや新商品
の開発等を支援し、更なる地産
地消を推進します。 ○

・新潟市サポーターズパー
ティへの出展（8/6）
・いきいきフェスタ（10/12）
・フードメッセ出展(11/6～
8)
・江南区バスツアー(11/23)
・梅まつり（3/16）

5 行財3-2-②

2 3 ・公民連携による地域
活性化の推進

民間事業者が主体となる地域
活性化につながる取組に対し
て、実行委員会参画や補助金
などにより支援します。 ○

・KAMEDAcherrybloosoms
（7/7）イベント支援
・わく灯篭まつりワンデーイ
ベント（9/23）
・よこごし公園マルシェ
（11/10）

江南区の農業の特性を活かし、区
民がより「農」に親しむことで、地元
生産者や農産物への理解を深め
るとともに、更なる地産地消の推
進を図る取り組みを進めます。

江南区産農産物の
ＰＲ等の取り組み回
数（回）

引き続き江南区の魅力であ
る農産物や観光資源などを、
官民連携により一体的にプロ
モーションを実施するととも
に、よこごし公園マルシェを継
続的に開催し、更なる賑わい
の創出につなげます。

民間事業者など多様な主体との公
民連携によるまちづくりを進めるた
め、民間事業者からの提案・相談
を受け、地域活性化につながる取
り組みを支援します。

新たに民間事業者
が主体となる取り組
みに対して新規に
支援した件数（回）

引き続き民間事業者が主体
となる地域活性化につながる
取組に対して支援を行いま
す。

地域コミュニティの一端を担う商店
街などの地域商業の振興を図ると
ともに、地域に根差した歴史、文
化、まちなみ、郷土芸能などの地
域の宝を活用することで交流人口
の拡大と地域商業の活性化を推
進します。

商工観光への支援
に関する取り組み
数（事業）

引き続き、商業関係者などと
連携し、区内全体の商業の
活性化につながる取組を行う
とともに、地元農産品・加工
品のＰＲを通した地産地消や
地域活性化につながる取組
を進めます。

江南区が有する素晴らしい歴史や
伝統を後世へ継承し、文化芸術な
どに触れる機会を提供します。

江南区歴史・文化
の学習支援事業を
利用する学校数
（校）

引き続き、区内歴史文化施設
での現地学習を通じて、児童
が魅力ある地域の歴史や文
化を学ぶ取り組みを推進しま
す。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

歴史ある亀田縞など地域に根差し
た産業の振興と活性化に向けた取
り組みを推進します。

亀田縞の活用を推
進する取り組み数
（事業）

引き続き、亀田縞の認知度向
上や活用促進に取り組むとと
もに、令和６年度の「にいが
た２ｋｍ事業」により立ち上げ
た２ｎｄラインの拡張に向けた
取り組みを進め、さらなる認
知度向上を図ります。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

R6.4.1

組織名（部） 江南区
組織名

（準部・課・機関名）
産業振興課 R7.3.31

組織目標管理シート

年度 令和６年度 （参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・地域団体、民間事業者、学校など多様な主体との協働数

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1

関係機関(北陸
農政局個別協
議)との協議終
了

関係機関(北陸
農政局個別協
議)との協議継
続中

新潟都市計画区域
区域区分(線引き)の
全体見直し

開発候補地区の市街化区域編
入に向けた北陸農政局との個
別協議に必要な資料作成や関
連する県や土地改良との調整
を行う。 ×

・開発候補地区の市街化
区域編入に向けた北陸農
政局との個別協議に必要
な資料を作成し、協議を進
めたが、協議終了は令和７
年度以降となる見込み。

2

100% 100% 区民対応の迅速化 窓口や電話、メール等での突
発的な区民からの苦情・要望
に対して、対応方針を開庁３日
以内に伝えるなど迅速・丁寧に
対応する。

○

・苦情、要望(373件）を迅
速、丁寧に対応し、目標を
達成した。
・「苦情等受付簿」を作成
し、月毎に対応状況を集計
し管理した。

3

80% 100% 工事の早期発注 年間発注予定件数54件
（まちづくり整備G12件、維持係
42件）

○

・当初予定工事の
100%(54/54)を発注した。
・発注状況を、月毎の進捗
会議で管理した。

4 行財1-4-①

4回 4回 職員の能力開発、
キャリア育成

職員の専門知識、技術力及び
説明能力の向上を図る研修会
実施する。

○

・研修会を4回実施済。
　(延べ91名)
・研修内容について受講者
よりアンケートを実施し、講
師へ評価を周知した。

複雑化、多様化する区民ニーズや
課題に対して、質の高い行政サー
ビスを提供します。

３日以内での対応
率（％）

・引き続き、苦情、要望を迅
速、丁寧に対応し、質の高い
行政サービスを提供します。

区民要望の速やかな実現と施工
時期の平準化を図るため、工事の
早期発注を行います。

上半期発注率（％） ・引き続き、区民要望の早期
実現に向けて取り組みます。

高度化・複雑多様化する行政課題
を市民の視点で考え、解決するこ
とができる職員を育成します。ま
た、急激に変化する経済社会状況
や将来起こりうる課題に対応でき
る職員育成に取り組みます。

研修会実施回数
（回）

・引き続き、高度化、複雑多
様化する行政課題や急激に
変化する社会経済状況等に
対応できる職員の育成に取り
組みます。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

市全体や区の持続的な発展に繋
がる計画的な土地利用を図りま
す。

都市計画区域の見
直し(市街化区域の
編入)に関する関係
機関との協議

主な取組（事業）

・引き続き個別協議を進め、
令和７年度の市街化区域編
入を目指します。

No.

組織目標 指標

R6.4.1

組織名（部） 江南区
組織名

（準部・課・機関名）
建設課 R7.3.31

組織目標管理シート

年度 令和６年度 （参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合

○：達成
△：一部未達成
×：未達成


